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研究（実用化）開発のポイント・先進性
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　浜通りのロボティクス開発
環境とそこで培われた技術は

実用化に向けて徐々に成果が出始めてい
ます。
　浜通り発のロボティクス技術が、少子高
齢化や大規模自然災害の多発など様々な困
難に直面している日本を救う技術の原動力
となるよう、頑張っていきたいと思います。

　2016-18 年度の補助事業において、
架空地線点検用UAVシステムの開発
を実施しました。2019 年、電力会社
との共同プレスリリースを実施、市場
導入を行いました。
　国際ドローン展、CEATEC、ロボッ
トフェスタふくしま等の展示会へ出展
し、多くの引合がありました。今年度
は、点検対象拡大のための開発を実施、
2020年度に製品化を予定しています。

　いわき市の企業である当社、および、
浜通りの外注先にて、UAVシステム
の開発で20名程度の雇用拡大、当社、
および浜通りの協力工場にて、UAV機
体、周辺機器の生産を行うことで 10
名以上の雇用拡大を見込んでいます。
　また、福島県でのインフラ等巡視点
検事業を実施することにより、ドロー
ン操縦者・監視者が必要になるため雇
用の創出が見込めます。

インフラ点検用UAVシステム

　以下のニーズに対するインフラ点検用機体システムを開
発します。
【点検安定性向上】
　様々な気象環境で、高精度で確実な点検・撮影を行うため、
機体ソフトウェアの制御方法最適化・改善を行います。
【点検対象物の多様化】
　インフラ点検に最適化したセンシング技術や制御技術を
開発し、より高度な点検を可能にする機体ソフトウェアの
開発を行います。
【点検活動範囲の拡大】
　点検者のユーザビリティ向上や運用性を高め、より広範
囲の点検活動を可能とする機体の開発を行います。

【点検安全性向上】
　点検者の負荷、ヒューマンエラーの削減を目指す自動化
手法を開発し、地上基地で利用されるアプリケーションソ
フトに実装します。

　2020 年度、新機能の一部サービス導入、2021 年度以降　
に実用サービス導入を目指します。電力インフラ点検事業
者に加え、電鉄事業者、通信事業者に対して、機器販売・サー
ビスの提供、点検サービス請負を行うことで、売り上げ規
模は約 4.9 億円～を目標とします。

　当社の新事業領域として、自動・自律飛行で架空地線の
欠陥を検出する点検用UAVシステムを実用化し、サービ
ス事業を開始しました。飛行安定性の向上といったシステ
ム改善のニーズや、電力線や送電設備、鉄道、通信等のイ
ンフラなど、点検範囲の拡大に対するニーズがあります。

実施期間
▼

2019年度～2021年度

実用化開発場所
▼

いわき市

2019年度開始

マルチコプター型無人航空機（以下 UAV）をインフラ点検に適用するシステムの開発
を行っています。現行 UAV システムの改善、さらなる高度化を行い、他インフラ点
検への応用・適用開発を実施することで新たな UAV システムを実用化し、インフラ
点検サービス事業を拡大します。

インフラ点検用に最適化された
自動追尾飛行・撮影UAVシステム

インフラ点検用 UAV システム開発

アルパイン株式会社
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研究開発のポイント・先進性
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アルプスアルパイン株式会社　
先行開発部　主任技師　北谷 謙一

　本テーマは高齢者の移動
を先端技術でサポートする

という点で非常に有意義であり、大きな
やりがいを感じます。また、活用する技
術も幅広く、多くの要素技術を持つ当社
だからこそ提供できる価値でもありま
す。早期に事業として立ち上げ、社会貢
献できるべく取り組んでいきます。

　障害物検知機能は 2019 年度に開発
完了、2020 年度に量産販売を目指し
ます。動態管理システム・緊急通報シ
ステムの基本機能開発も完了見込みで
あり、2020 年度に社外と連携して試
験運用を計画中です。自動帰還システ
ムはシステム設計完了見込みであり、
2020 年度に全機能開発完了を目指し
ます。2019 年度の本テーマからの特
許出願は 5件になる見込みです。

　福島県浜通りに開発拠点を置く当社
が開発することにより社員と協力会社
の雇用創出効果が期待できます。社員
はおよそ 10人程度、協力会社もおよ
そ 10人程度を必要工数と見込んでい
ます。開発時点の実証実験も浜通り地
域で行い、トライアルも浜通り地域で
行う事を予定しています。浜通り地域
発のビジネス取り組みとして地域活性
化効果が期待できます。

2018年度開始

実施期間
▼

2018年度～2020年度

実用化開発場所
▼

いわき市

　障害物検知機能付き電動カートを開発し、安全な走行を
実現します。走行データを収集するサーバシステムも開発
することで利用動態を把握し、さらに電動カートの転倒時
等のために緊急通報システムを開発します。交通機関との
連携を実現するために自動帰還システムも開発します。

　電動カートの市場規模は42億円（2019年）です。電動カー
ト利用者にとって安全な走行、便利な動線、効率的な移動
サービスが求められています。自治体、大規模施設が歩道
の整備・補修、域内の最適レイアウト、周辺交通機関との
連携を検討するために高齢者の生活動向データが必要です。

【障害物検知機能】
　従来屋内での用途を想定している測距センサの性能を屋外向けにアップグ
レードします。また、測距センサの筐体を防水対応します。
【動態管理システム】
　収集する走行データを暗号化することにより個人情報を保護します。また、
顧客の個別環境に対応できるサーバシステムにします。
【緊急通報システム】
　電動カートの状態（速度、傾き等）に基づいて緊急事態であることを自動
判定し、自動通報します。
【自動帰還システム】
　電動カートを片道のみで利用する場合、スタート地点（例えば設置場所）
から目的地までの走行中に取得した路面形状・障害物の情報を、目的地から
スタート地点に自動運転で戻る際に活用します。

研究（実用化）開発のポイント・先進性

高齢者の生活動向把握のために電動カート動態管理システムを開発します。走行データ分
析により自治体、大規模施設等における動線見直し等の有効な施策を可能にします。さら
に施策の一つとして他の交通手段との連携も可能にします。また、電動カート自体の安全
性・利便性を高めるために障害物検知機能、緊急通報機能、自動帰還機能等も開発します。

高齢者の移動を豊かに　電動カートの
動態を知り、利用環境を向上

高齢者向け動態管理システム開発
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